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研究成果の概要（和文）：イギリスのニューレフトと呼ばれる文化・政治運動が、実は1930年
代に始まるモダニズムの理念や発想に基づいているという仮説を、これらの研究を通して提唱す

ることができた。それにより、政治学や社会学で考えられてきたように、ニューレフトは冷戦

構造と高学歴社会における一時的な現象であったのではなく、近代の産業構造の変化にともなう

文化的な反応であったことが立証できた。とりわけ、ニューレフトが理性中心の西欧思想を批

判する中で、感情の基づく新しい形式を文学やアートの制作を通して模索していた様態を明らか

にすることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：  This study argues that British New Left  movements 
(1957-1983)are based on several assumption that British modernism first brought about in 
the 1930s: Structure of feeling, alighnment and subject positions. 
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１．研究開始当初の背景 
研究ともっとも深い関係にあるカルチュラ

ル・スタディーズ(CS)は、現在ではアジアを
含む世界諸地域に浸透しつつある新興の分
野である。1990 年代にアメリカ合衆国で盛
り上がった CS は、 1950 年代後半に
Raymond WilliamsやRichard Hoggartなど
の英文学者がウェールズの農村やリーズの

労働者居住地にも独自の文化があることを
主張したことに始まる。しかしながら
Williams や Hoggart は、CS の鼻祖として教
科書的な扱いはされることはあっても、彼ら
の仕事の全行程を跡付ける研究や、それらと
モダニズムとの関係について包括的に扱っ
た研究は、国内外見回しても少ないのが現状
である。その原因は次のように考察できる。
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1970 年代に起こった「言語学的転回」によ
って、構造主義記号論とポスト構造主義理論
が優勢になり、経験主義的な色彩が強い
Williams らのモダニズム文化論は急速に「古
い」という烙印を押されたからである。しか
しながら、Williams の文化論は依然として有
効である。どの時代のどの文化にも「残余的」
「支配的」「萌芽的」な要素が混在していて、
その複雑でダイナミックな関係の総体が文
化を形成し、変化させるととらえるからであ
る。このいわば「残余的」な文化理論を再評
価しながら、今日の文化事象に適用すること
を主な研究の目的としている。 
 そもそも CS は英文学研究から出発しなが
らも、今日それは社会学に属する新興の 1 学
問分野になっている。英文学研究はウィリア
ムズらの仕事を正当に評価してこなかった
のだから、当然のなりゆきかもしれない。し
かし、前述したように、このカルチュラル・
スタディーズという分野は元来、人文科学と
社会科学の垣根を越えた学際性を特質とす
る。英文学の分野で研究を出発した者にとっ
て、1968 年以降のバーミンガムにおける「文
学の社会学」研究グループやウィリアムズや
ホガートなどの英文学者たちが、お互いの対
話を通して、社会的、文化的に広い次元で設
定していた問題を再確認し、その研究を受け
継ぐことは有意義であり、カルチュラル・ス
タディーズの別の可能性を見出しうるかも
しれない。なぜなら、英文学研究の分野は、
ことばや修辞、劇的発話や物語ることが社会
的政治的に果たす効果について十分な研究
の歴史と蓄積を持つからである。そうなれば、
社会学で行なわれているカルチュラル・スタ
ディーズと相互補完的に補い合う、ダイナミ
ックな研究となるはずである。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的として次を挙げたい。伝統文
化対ポピュラー文化という対立構造が最初
に顕著になる 1968 年頃に、バーミンガムを
中心に生まれたカルチュラル・スタディーズ
という分野が、その対立構造を変革するため
に文学と社会、および文学とポピュラー文化
との関係をどのように再定義しようとして
いたのかを追及すること。ひいては 1970 年
代のイギリスにあって、スチュアート・ホー
ルを中心とするバーミンガム大学現代文化
研究センターがそれに先行するレイモン
ド・ウィリアムズらの文化理論をどのように
修正したのか、また逆に、ウィリアムズやホ
ガートらの世代の文芸批評家がバーミンガ
ムの新しい動向にどのように反応したのか
を調査したい。 

当該研究は CS と英文学研究とを接合する
試みである。当該研究の目的をさらに具体的
に以下に示したい。ここで言う CS とは、英

国バーミンガムの現代文化研究センターが
1970 年代を通して行なった活動を土台とし
ている。本研究代表者は 2001 年度以降、バ
ーミンガムの研究センター設立に大きな影
響を与えた英文学者の文化理論や文化活動
を継続的に調査してきた。しかしながら、こ
れらの研究では、1930 年代のいわゆるの後
期モダニズムから 1970 年代のバーミンガム
におけるモダニスト的な文化研究を重点的
に調査してきたため、1979 年のサッチャー
政権発足とそれへの反応については手付か
ずに終わってしまっている。本研究ではその
不備を補うため、1970 年代末から 1980 年代
降へと調査の範囲を広げたい。 
また、伝統的な人文学研究分野である英文

学研究も当該研究と密接に関連している。と
いうのも、第 2 次世界大戦後に、新批評やロ
シア・フォルマリズムといったモダニズムの
芸術論が英文学研究方法上のバックボーン
になってきたからだ。Raymond Williams や
Richard Hoggart それに Stuart Hall など、
一般に CS の創始者と呼ばれる批評家たちは、
このモダニズムの芸術論を土台として、より
社会に開かれた、モダニズムの新しい展開方
法を探求してきたということを、十分な資料
に基づいて証明したい。本研究の目的として
次を挙げたい。(1)英国において CS の活動が
活発になる 60 年代から 70 年代に、20 世紀
初めに起きたモダニズムはどのように時代
区分され、再定義が試みられたかを追及する
こと。(2)サッチャー政権下の 1980 年代初め
に、「モダニズムの終焉」の論説が論壇で目
につくようになる。これを契機に、英国の
CS は一方でポスト・モダニズム理論への傾
倒と、他方でモダニズムを継承する新動向が
顕著となる。このような動向とサッチャー主
義との関係を明らかにしたい。 
 
３．研究の方法 

ケンブリッジ英文学科及びバーミンガム
現代文化研究センター設立に関わる資料並
び設立理念に関する討論などはガリ版刷り
の資料や学内用のシラバスが多く、現地に赴
いて資料を入手した。しかしながら、そのう
ち出版されて入手可能な図書や文献に関し
ては、当該研究計画の設備費にてこれを購入
し、研究の資料として利用した。また、当該
研究を遂行する上で重要な関係定期刊行物
の一部に関しては、近年進められたデータベ
ース化のおかげで、海外の所蔵図書館などに
出向かなくても、インターネット上のデータ
ベースや CD－ROM で閲覧することが可能
となった。それらのものに関しては、購読ラ
イセンスや使用許可を獲得して調査を行っ
た。 

4 年間にわたる研究期間を研究目的に準じ
て、前期（平成 22-23 年度）と後期（平成 24-25



 

 

年度）に区分した。前期には上述した(1)の目
的、CS やニューレフトが 20 世紀のモダニズ
ムをどのように時代区分し、再定義を試みた
かを、英米の図書館や教育機関に所蔵されて
いる刊行物やシラバスを手掛かりに調査・分
析した。後期には、(2)の目的である、サッチ
ャー主義とモダニズム政治学との関係につ
いて、これも英米の図書館や教育機関に所蔵
されている政治刊行物やジャーナルを手掛
かりに調査・分析を行った。 
 
４．研究成果 

補助金助成を受けた期間中には、当該研究

に関連する論文を公表した。主なものに「ニ

ューレフトと呼ばれたモダニストたち―1950
年代の国際情勢とイギリスの「文化･政治」動

向」「システム化されない文化システム―感情

を文化する」「「1968年」伝説の周縁で―『ニ

ューレフト・レヴュー』に見るモダニズムの

残照」がある。これら3本の論文は、助成以前

から調査を行ってきた研究課題「イギリスの

ニューレフトの研究」とどれも密接に関わっ

ており、時代順に研究を行ってきた本研究の

初期の部分、1950年代から1970年代半ばまで

を網羅している。さらに本研究と関連する研

究論文を編集して、『英語文学の越境―ポスト

コロニアル/カルチュラル・スタディーズの視

点から』（英宝社, 2010）を世に問うこともで

きた。 
イギリスのニューレフトと呼ばれる文化・

政治運動が、実は1930年代に始まるモダニズ

ムの理念や発想に基づいているという仮説を

、これらの研究を通して提唱することができ

た。それにより、政治学や社会学で考えられ

てきたように、ニューレフトは冷戦構造と高

学歴社会における一時的な現象であったので

はなく、近代の産業構造の変化にともなう文

化的な反応であったことが立証できた。とり

わけ、ニューレフトが理性中心の西欧思想を

批判する中で、感情の基づく新しい形式を文

学やアートの制作を通して模索していた様態

を明らかにすることができた。 
また、戦後のモダニズム政治学を象徴する

未邦訳の文章を、教科書『原書で読むカルチ
ュラル・スタディーズ』（英宝社）で紹介す
ることもできた。この著書の中心部は、レイ
モンド・ウィリアムズの批評と創作の紹介お
よび彼の「感情構造」論の解読にあてられて
いるが、その前段階では、ウィリアムズの登
場を準備した活動として、F・R・リーヴィス
を中心とする『スクリューティニ』派、E・P・
トムソン、リチャード・ホガートなどの文化
実践の再評価が行われている。そして近年で
は、スチュアート・ホールの理論を中心に、
ウィリアムズ以後のカルチュラル・スタディ

ーズ（CS）の展開を検討し、さらに、知識人
の代弁＝表象というテーマから研究者の主
体の問題へと迫っている。1990 年代以降、
CS はその基本概念である「分節＝接合
（articulation）」を駆使しながら、コミュニ
ティや知的関心などさまざまなレベルにお
ける「分節」の作業を進めてきたが、より本
来的な「接合」の仕事が不十分であったと指
摘し、「接合」の契機として「感情構造」概
念の再評価を提案している。 

この著書の出版により、この分野に関心を
持つ学生たちは、翻訳や解説書ではなく第 1
資料を使って、カルチュラル・スタディーズ
の諸概念に接することができるようになっ
たと信じる。 
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